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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種締切：7/5　疾患別診療計画書（サインをもらい、アップデートまで）
・八戸学院大学 看護学生が青陽館にて、6月28日（金）実習予定。

・千葉学園高等学校 看護学生が青陽館にて、7月3日（水）実習予定。

・職員旅行　日帰り（子連れ）日程・旅行地について

⇒日時：7月25日（木）

旅行先：岩手（奥中山高原）方面

・来月のカンファレンス日程表を掲示しました。各自確認してください。
・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。
・ストレスチェック実施の案内来ていました。

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)
対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・6月28日（金）青風荘にて消防設備点検実施する予定です。
＜ショートケアの開始について＞

⇒東北厚生局より連絡あり。6/30付けでのナイトケアの辞退届が受理された。また、7/1付けでのショートケアの新規申請届が受理された。今後、ショートケアの開始に向けて、準備作業を行っていく。

⇒記録書式について：電子カルテ上の記録記載は7/1から利用開始が出来るように整備済み。電子カルテ上の記録記載はデイケア及びデイナイトケアと同じ方式。指示箋は7/1以降で登録予定者の指示箋の作成行う。日誌の書式は菅原AOMが作成予定。疾患別診療計画書の作成は必要なし。
⇒利用時間について：デイケア実施時間である6時間の内の3時間の利用が条件。利用時間を定める必要なし。
＜研修案内＞

・看護グループ内研修

日時:7月10日（水）17：15～

 場所：2階　会議室

テーマ：心電計の使用方法

 講師：佐藤　志穂
・特別法人研修
日時：7月11日（火）17:15～18：30

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

テーマ：｢嚥下リハサポート研修～誤嚥性肺炎対策について呼吸リハとの関係～」

講師：田中　一正　Ｄｒ（昭和大学　特任教授）

仲保　徹　（昭和大学保健医療学部　理学療法学科　准教授）

三橋　幸聖　（昭和大学保健医療学部　作業療法学科　講師）

八戸ビデオ研修：7月19日（金）：17：15～

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

＜利用者様情報＞

デイケア
・根地戸　恵様～　ミーティング中に他利用者様（田端香織様）の過剰な確認行為に対し「うるさい」と声高に発言し途中退室している。スタッフと振り返りをする事で落ち着くことが出来ており、ミーティング後に田端様に上記言動に対し謝罪、対応に関し評価している。以降表情良くプログラムに取り組んでおり、仲の良い利用者やスタッフと笑顔で交流している。昼食時に特定利用者（上川原　豊様）に「年を取ると、血液検査に異常が出る事もあるよね。」と何気なく話し掛けた際に上川原様が「侮辱だ。」と言い、以後も遠くから責め立てるように暴言を受けている。スタッフが介入すると「デイケアに来るな！」と叫び、上川原様を蹴っている。介入にて落ち着くが、泣き出すことがあり距離を取る事を勧めるが、応じず暫くしてから静養室で休養している。
・石井　幸子様　～本日、体験利用実施している。昨日より自宅へ外泊訓練中であり、本日は自宅から青陽館に来ている。外泊中に困った事はなかったか確認すると「思うように家事ができなくて。」と返答しており、暫くぶりの家事であり、外泊訓練を重ねる事で徐々に出来るようになると伝えている。疲労感強く、余暇時間はテーブルに伏している事が多い。
・上川原　豊様　～昼食時、表情硬く特定利用者（根地戸　恵様）と睨みつけるように見ている。スタッフが座っているテーブルに服薬確認の為来られ、スタッフとの会話の中で「血液検査が異常なく良かったですね。」と声を掛けると、根地戸様より「年を取ると、血液検査に異常が出る事もあるよね。」と何気なく話し掛けた際に「侮辱だ。」と言い、以後も遠くから責め立てるように暴言を続けている。それに対し、根地戸様が蹴ることがあり、スタッフが介入すると「俺は暴力はしない。」と言うが、表情の硬さは続いている。
デイナイトケア

・津嶋　イチ子様～青風荘より情報提供があり、昨日松尾歯科受診し、奥歯治療を実施したとの事。昼食時、口腔内について問うと、特に痛みは無く経過している様子。作業療法では、本人の話し声が大きく、男性利用者様（田中　一様）が表情険しく睨む場面がある。本人にプログラム中のため、声量に気を付けるよう指摘し「ごめんね」と謝罪している。
・板橋　利美様　～青風荘より情報提供があり、昨日、主治医面談後、青風荘スタッフに「タバコ買ってきて欲しいな」と要求している。現在は、買い物の時間ではないと伝えると、拒否は無くスムーズに応じている。来所後は、目立ったタバコの要求や焦燥感は無く、普段同様に喫煙所に行っている。作業療法では、自主的に「漢字やるかな」と発言し、漢字の書き取り課題に取り組んでいる。
・小笠原　富治様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後の余暇時間では、居眠り無く経過している。青風荘スタッフが、本人のリュックがやや重量のため、疼痛緩和の為にも、荷物を軽減することを提案している。だが、本人はリュックは関係ないと拒否している。今後、疼痛に合わせ他科受診を予定していたが、本人が「（病院に）行くほどじゃない」と消極的な様子。本日の運動療法は、着席して参加している。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日のデイナイトケアにて排便無く、排便無し5日目で経過していた。だが、昨日帰荘後、青風荘スタッフが排便状況を本人に問うと「一昨日に出たよー」と話しており、事実であれば排便無し3日目で経過している。本人の判断能力も定かで無いため、随時確認し、排便状況と腹痛等の体調不良を観察していく。また、昨日、右足部腫脹より、少量の出血見られたとの事。足部に高負荷とならないよう姿勢指導を実施している。
・岩城　敏夫様～　青風荘より情報提供があり、昨日19時10分頃、起立時の下肢の痺れを訴えていたとの事。痺れは定期的にある様子。次回、主治医面談時に話すよう、青風荘スタッフが伝えるも「喋ってもだめだな」と消極的。来所後も、下肢の痺れを訴えている。安静時は無く、運動時に痺れが出現しやすいとの事。跛行無し。今後も、様子観察していく。
ナイトケア

特記事項なし。
＜勉強会＞
・SST実践練習実施。
前回のSSTの概要を踏まえ、一連の流れに沿って実践練習を実施した。


